
 

 

 

 

 【環境科学会 2025 年度市民公開講演会】 

 

「環境共生型まちづくりを実現するには？環境科学研究における学融合」 

 

主旨： 

環境科学会は、設立目的として、「人間と環境に関わる学問分野の専門家や研究者などの相互

交流を図り、その有機的連携のもとに、環境科学に関する諸問題を学際的かつ総合的に調査・

研究し、環境科学の学術文化の発展に寄与するとともに、これらの成果の普及・啓発に努め世

界の環境保全や創造に貢献すること」を掲げている。多様な学問分野の会員が集い、相互交流

しているが、十分な有機的連携できているか、また、環境科学の学術文化の発展に寄与できて

いるか、という点に関して、会員の間でも議論する機会は少ない。そこで、本シンポジウムで

は、異なる学問分野での環境研究の進展を確認するとともに、学融合のこれまでの成果と今後

の課題について議論する。 

 

【日時】2026 年３月 7 日（土）14:00~16:00 

 

【場所】東洋大学 白山キャンパス 6 号館 6301  

    https://sites.google.com/toyo.jp/room-hakusan/home/bldg6/6301 

   およびオンラインでのハイブリッド 

 

【主催】公益社団法人 環境科学会（問合せ先: k-regist[at]ses.or.jp） 

 

【参加申し込み】 

・現地対面での参加希望者： 以下の申し込みフォーム（URL）よりお申込みください。 

    参加事前登録用フォーム： https://forms.gle/jqgpRVbMrvHCf2Fb9 

 

 対面ご参加の場合は、大学の入構手続き上必ず事前登録が必要となりますので、忘れずに

入力をお願いいたします。（申込締切：2026 年 2 月 26 日） 

 

  ・オンライン参加者：事前登録必要ありません。当日時間になりましたら、以下の URL か

らお入りください。 

https://u-tokyo-ac-

jp.zoom.us/j/81243874616?pwd=kLRhHoy25zDXSV5mxMjvflMa6zvzpX.1 

ミーティング ID: 812 4387 4616 

パスコード: 192722 

 

【参加費】無料 

https://sites.google.com/toyo.jp/room-hakusan/home/bldg6/6301
https://forms.gle/jqgpRVbMrvHCf2Fb9
https://u-tokyo-ac-jp.zoom.us/j/81243874616?pwd=kLRhHoy25zDXSV5mxMjvflMa6zvzpX
https://u-tokyo-ac-jp.zoom.us/j/81243874616?pwd=kLRhHoy25zDXSV5mxMjvflMa6zvzpX


 

 

 

 

【プログラム】 

14:00~14:05  開会のご挨拶 荒巻 俊也(学会長、東洋大学) 

14:05~14:10 シンポジウムの目的と趣旨 亀山 康子（企画委員、東京大学） 

14:10~14:30  社会科学・環境心理学の視点から 甲斐田 直子（理事、筑波大） 

14:30~14:50 自然科学・環境リスク学の視点から 三宅 祐一（会員、横浜国立大）  

14:50~15:20 工学・環境システム学の視点から 松本 亨（副会長、北九州市立大） 

15:20~15:55 パネルディスカッション 講演者３名＋ファシリテータ（亀山）学融合の観点か

らの現状と課題、今後の発展の可能性、当学会でできることは？ 

15:55~16:00  閉会のご挨拶 山本佳世子（副学会長、電機通信大学） 

 司会進行 平野 勇二郎（企画委員、国立環境研究所） 

 


